
➢ 酷暑への懸念から、大会開催期間を2019年ドーハ大会に次いで２番目に遅い時期である、9月中旬に設定

➢ 競技スケジュールをモーニング・イブニングのセッションに分け、日中時間帯での競技を回避

開催決定にあたっての対応

大会運営にあたっての対応

【観客向け】

・会場周辺から競技会場に至るまで切れ目のない暑さ対策を実施

【選手向け】

・国立競技場・練習会場等において暑さ対策を実施し、アスリートが競技に集中できる環境を整備

【関係者向け】

・大会を支える関係者に対しても適切な暑さ対策を実施

✓ 東京2020大会の経験や近年の酷暑を踏まえ、東京都やスポンサーと連携し、あらゆる暑さ対策を実施

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７



【国立競技場周辺】

• 国立競技場周辺のクーリングスポット６か所において、 飲料提供やうちわ等の暑さ対策グッズを配布

• かぶる傘の貸出、ミストやミストクルーによる暑さ軽減

• 飲料提供や休憩所等の情報を掲載した暑さ対策ガイドマップを作成し、会場内及びHPで周知

©東京都

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７観客向け①

会場周辺から競技会場に至るまで切れ目のない暑さ対策を実施

©東京都



東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７観客向け②

【暑さ対策ガイドマップ（東京都作成）】



【国立競技場内】

• 会場内でのペットボトルやマイボトルの持ち込みを可とし、こまめな水分補給を推奨

• 暑さに応じて、大型スクリーン・デジタルサイネージや場内アナウンスでの水分補給等の注意喚起

• 場内既設のミスト冷却装置や気流創出ファンにより体感温度を低減

• 観客用医務室の設置や、ボランティアのファーストレスポンダーが観客席を巡回し、急病人に対応

©JNSE

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７観客向け③

会場周辺から競技会場に至るまで切れ目のない暑さ対策を実施

【ファーストレスポンダー】

• 救命救急を学ぶボランティアの大学生で、

AEDや応急救護セットを持ち、国立競技場

内を30チーム巡回

• 医務室と連携し、急病人を速やかに医務室

にお連れするなどの初期対応を行う



【ロード競技】

• マラソン競技時にクーリングスポットを13か所設置し、飲料や休憩スペースを提供

• 各クーリングスポットの情報を掲載した休憩所マップを作成し、HP等で周知

©東京都

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７観客向け④

会場周辺から競技会場に至るまで切れ目のない暑さ対策を実施



【国立競技場】

• ポカリスエット・クリスタルガイザー・inゼリー等の提供（大塚製薬（株）、森永製菓（株））

• 熱中症予防・調整用としてアイスバスの設置、長距離競技後の選手に氷・アイスタオルの提供

• 選手用医務室の設置

【練習会場】

• ポカリスエット・クリスタルガイザー・inゼリー等の提供（大塚製薬（株）、森永製菓（株））

• 熱中症予防・調整用としてアイスバスの設置

• チームに氷提供、代々木の休憩用テントに放射冷却素材活用（※）

【ロード競技】

• すべてのコースに遮熱性舗装（一部工事エリアを除く）

• メディカルテントにアイスバス・スポットクーラー設置、給水所設置(約2km毎）

• 搬送用のメディカルピックアップカー・メディカルベッドカー準備

国立競技場・練習会場等において暑さ対策を実施し、アスリートが競技に集中できる環境を整備

※ 休憩用テントへの放射冷却素材の活用（スタートアップ活用）
運用想定：テント幕に放射冷却素材を使用した生地を活用
活用規模：代々木公園陸上競技場（ウォームアップ会場）に設置予定のチームテントなど69か所に活用
その他 ：国立競技場周辺の来場者クーリングスポット（６か所）でも活用

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７選手向け



【競技役員・コラボレーター(競技運営補助）】

• ポカリスエット・クリスタルガイザーの提供

（大塚製薬（株））

• 暑さ対策デバイス（※）による暑熱下のリスク検知

• スタッフレストルームの利用（国立競技場・練習会場）

• 医務室の利用（国立競技場・練習会場）

【ボランティア】

• ポカリスエット・クリスタルガイザー・塩分タブレット

 の提供（大塚製薬（株）、森永製菓（株）） 

• 暑さ対策デバイス（※）による暑熱下のリスク検知

• 東京体育館に休憩所設置

• 医務室の利用（国立競技場・練習会場）

【世界陸上財団職員・スタッフ】

• 医務室の利用（国立競技場・練習会場）

WBGT（暑さ指数）を活用した熱中症予防・対策を実施（水分補給や休憩時間を増やす等の対応）

※暑さ対策デバイスの活用
（スタートアップ活用）

機 能：暑熱下での危険を知らせるアラート

活用規模：ボランティア3,400人・コラボレー

ター700人の約4,100人が着用

運用想定：アラートにより、装着者へ水分補給

や休息を促す等の対応を各現場で行う

※競技エリアにおける活動時を除く

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７関係者向け

大会を支える関係者に対しても適切な暑さ対策を実施



➢ 東京都・スタートアップと連携し、地球規模で課題となっている「暑さ対策」の解決に向けて

 ソリューションを提供するスタートアップの技術を活用

件名
休憩用テントへの放射冷却素材

の活用
暑さ対策デバイス

空気中の水蒸気から水を精製する

製水器

概要

代々木公園陸上競技場や国立競

技場周辺の来場者クーリングス

ポットのテント幕に放射冷却素

材を使用した生地を活用

競技会場及びその周辺にて活動

する全ボランティア・コラボ

レーター等に暑さ対策デバイス

を提供

国立競技場周辺の来場者クーリン

グスポットのミストに、空気中の

水蒸気から水を精製する製水機を

活用

イメージ

放射冷却素材「SPACECOOL」
（SPACECOOL（株））

熱中対策ウォッチ「カナリア
Plus」（Biodata Bank（株））

空気中の水蒸気から水を精製する製水
器「AQ-60V」（（株）アクアム）

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７スタートアップの活用

【東京都資料引用】



➢ 国立競技場・練習会場・チームホテルに、会場医療責任者（医師）を配置し、すべての大会関係者に

必要な医療を提供

【会場内医療体制】

（国立競技場）

• 選手用及び観客用の医務室を設置、医師・看護師を配置し傷病者を治療

• トレーナーを配置し選手にフィジオサービス（ストレッチ、アイシング等）を提供

• ボランティアのファーストレスポンダーが国立競技場の観客席を巡回、急病人に対応

• 選手の熱中症予防及びコンディショニング用としてアイスバスを設置

• 会場医務室での対応を超えた治療が必要な場合に協力していただくことを目的に大会指定病院を確保（3か

所）し、緊密に連携し円滑な急患対応ができる体制を構築（救急車・救急隊が常駐・待機し、対応）

(練習会場等）

• 選手用の医務室を設置、医師・看護師を配置し傷病者を治療

• トレーナーを配置し、選手にフィジオサービス（ストレッチ、アイシング等）を提供

東京2025世界陸上における暑さ対策 資料７医療提供体制



概要

➢ 大会における持続可能性をPRするため、SAF・Airソーラー（次世代型太陽電池）・バイオ燃料・ボトルtoボ

トルに関する動画を制作

➢ アスリートアンバサダーの北口榛花選手や、財団広報・PR担当理事の戸邉直人氏・野口みずき氏を起用

PR媒体

➢ TVCM放映、Tver広告や大会期間中に国立競技場の大型ビジョン・サイネージ等で配信予定

各動画コンセプト

SAF Airソーラー
（次世代型太陽電池）

バイオ燃料 ボトルtoボトル

アスリート

PR
ポイント

➢ 使い終わった家庭の油が
  航空燃料に生まれ変わる

➢ 薄く・軽く・曲がる
➢ 活用の可能性広がる

➢ 生物資源を原料とする燃料
➢ 従来設備に使用可能

➢ 水平リサイクル(大会初)
➢ 資源循環によるCO₂削減

大会との
関係

➢ 都と連携した廃食用油回
収キャンペーンを展開

➢ 国立競技場周辺に庭園灯
を設置

➢ 放送事業者用の仮設発電機
に100％バイオ燃料を使用

➢ 国立競技場・練習会場、
ロード競技での実施

東京2025世界陸上における持続可能性に関するPR動画について 資料８



輸送等業務委託の契約変更について

■案件概要

大会関係者の輸送や出入国を円滑かつ効率的に実施するため、車両の運行・管理、
各会場や空港での案内・誘導、ビザ申請資料の作成・送付などの業務を実施するもの

■契約変更概要

本業務の発注後に、WAや各施設管理者等との協議により、業務内容や数量等に変更
が生じたため、契約変更を行う。

契約期間：令和６年12月５日から令和７年12月19日まで

契約者 ：近畿日本ツーリスト株式会社（スポンサーシップ契約の供給優先権に基づく特別契約）

現契約金額（税込）：約680百万円 ※既契約変更内容…大型バス、スタッフ、交通誘導員の増など

契約変更後金額（税込）： 約740百万円（＋約60百万円）

（主な変更内容）

 〇T1/T2※（乗用車）ドライバー等の新規追加（約610人）   ＋約52百万円

 〇備品調達費用等の増 ＋約８百万円

バスの運行・管理

ビザ申請書類の作成・送付

ウェルカムデスクの
設置・運営

※T1車両… 特定の関係者に対し提供される専用の車両
※T2車両… 権利を保有するWA関係者が公式会場間の移動に利用する車両

資料９


